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1.はじめに 
1-1 研究の背景 
「我が国の現在の住宅の出発点は 1945 年の敗戦後の国土
復興期に始まるが，当時は第二次世界大戦による大量の住宅
不足への対応から，何はさておき住宅を数多くたてることが
追及された。国民の住欲求にこたえる方向が，過去の生活空
間をスクラップし，そのあとに新しい建物を建設していくと
いう「スクラップ・アンド・ビルド」の方式がとられていっ
た。人口減少・世帯減少によって空き家が増え続けている現
代では，従来の「スクラップ・アンド・ビルド」の方式が見
直され，新しく作るのではなく，既存の生活空間の豊かさを
引き継ぎながら，新しい暮らしに合わせて改善を加えていく
手法である，リノベーションの考え方が重要となっている。」1) 
 
1-2 研究の目的 
近年，住宅・商業施設・ホテル・公共施設に至るまでリノ
ベーションの動きは大きく拡大している。本研究ではリノベ
ーションの中でも住宅リノベーションに着目し，住宅リノベ
ーションの内容が現代までで，どのように変化してきたのか
を文献調査により研究する。また，現代の日本人ユーザーが
住宅に求める欲求を知り，これからのリノベーションに求め
られているものを探る。 
 
2.調査概要 
2-1 リノベーションの定義 
我が国で示される「リフォーム」と「リノベーション」の
違いとしてリフォームは「老朽化した建物を新築の状態に戻
すこと」リノベーションは「既存の建物に工事を行うことで，
建物に新たな価値を付け加えること」というものが一般的に
よく使われる指標としてある。 
 
2-2 リノベーションの始まり 
 我が国でのリノベーションの始まりを探るため，毎日新聞
社，日経産業新聞社の 2 社でリノベーションという文字が含
まれる記事を調査し，毎日新聞 482 件，日経産業新聞 1243
件「リノベーション」というキーワードに通ずる記事が出て
きた。最も古い記事は，日経産業新聞 1982 年 12 月 13 日の
「能率協・ホテル協など 6 団体，58 年 3 月に東京でホテル
ショーを開催」という記事だ。1983 年 3 月 14 日から 18 日
まで東京の晴海の国際見本市で開催される「国際ホテル・レ
ストランショー」という催しの特別展示企画のテーマが「ホ
テル・旅館のリノベーション」に決定したというものである。 
 「リノベーション」の中でも「住宅」のリノベーションを
掲載している記事を探すと，最も古い記事は日経産業新聞
2004 年 1 月 20 日の「間取り，大公開時代 自分「住むセン
ス」証明」という記事だ。住宅の部屋割りを図面かした間取
り図への関心が高まっており，株式会社ブルースタジオが編
集した「リノベーション物件に住もう！」という本がヒット
しているという記事である。 
このような記事から，住宅リノベーションという言葉が定
着し始めたのは 2000 年頃であり，「リノベーション物件に
住もう！」の編集を行った，株式会社ブルースタジオの取締
役大島芳彦が住宅リノベーションの先駆者といわれている。
大島は，リノベーションとは中古住宅を原型に戻すことでは
なく，住む人のニーズに合った価値観を吹き込み，住む人の
資産にすることだと発言している。 
 
2-3 調査方法 
(1) 雑誌による文献調査の意義 紙を媒体として直接消費者
とつながっているマスメディアの代表格である雑誌を調査す
ることにより，リノベーションの傾向だけでなく，消費者が
どのような空間を求めているのか，その時々のリアルタイム
な欲求やトレンドも探ることができると考えた。 
 リノベーション雑誌「relife+」を対象とした文献調査で以
下の項目を抜き出し調査する。 
① 所在地・家族構成・専有面積・築年数・リノベーション
工事費用 
② 間取りから消えた空
間・増えた空間 
③ 雑誌掲載されている空
間のキーワード 
(2) 調査対象 扶桑社が発
行するリノベーションの専
門誌である。リノベーショ
ン会社が手掛ける中古マン
ションの掲載が多く，多数
のリノベーション会社と提
携している。各リノベーシ
ョン会社の特徴やリノベー
ションについての予備知識が掲載されている，リノベーショ
ンでの住まいづくりを考える人々にとっての情報源として購
読されている紙媒体である 2)。現在発刊中の雑誌で，2009
年 7 月 vol.1～2017 年 9 月 vol.26 までが掲載されている。
本研究では，vol.1～vol.26 までの 9 か年 327 件を文献調査
 
 
の対象とする。 
3.調査結果 
リノベーションの時代変遷を見るため，文献調査対象の雑
誌「relife+」9 か年分を，3 か年ごとに 1 グループにまとめ，
3 グループを作りリノベーションを選択する人の項目ごとの
推移を文献から考察する。 
2009 年・2010 年・2011 年－グループ 1 以後 G1(09-11) 
2012 年・2013 年・2014 年－グループ 2 以後 G2(12-14) 
2015 年・2016 年・2017 年－グループ 3 以後 G3(15-17） 
3-1 掲載物件の基本情報 
(1) 掲載物件の基本情報 
①物件の地域分布 全体の物件情報は関東が 77%を占め，
関東・中部・近畿の 3 つの地域で全体の 99%を占めている。
変遷を見ると，地方のリノベーションが徐々に増えているこ
とが分かった。 
②施主の年代 リノベーションを行う年代としては 30 代が
中心であり，20 代，50 代は 9 ヵ年を通して割合が低かった。 
③施主家庭の家族構成 夫婦のみの家庭が全体の 56%を占
めていることが分かった。2009 年-2011 年では 23%程度だ
った夫婦＋子の核家族の家庭が，2015-2017 年には 41%程
度と増加傾向にあることから，子供がいる家庭でも安心して
リノベーション住宅で子育てができるというように，社会の
リノベーションの認知度が上がってきていると考えられる。 
④物件の平米数 61-80 ㎡の物件をリノベーションしている
ケースが多いことが分かった。また，全体の単身者の割合は
5%程度なのに対し，60 ㎡以下の物件をリノベーションして
暮らす世帯は全体の 16%という結果になった。夫婦 2 人世
帯で暮らすのに快適な広さは 60 ㎡程度，夫婦＋子の三人家
族だと，75 ㎡程度だといわれている。リノベーションを選
択する人は一般より小さめの部屋で，工夫をこらして空間を
うまく使っていることが分かる。 
⑤物件の築年数 21-30 年，31-40 年の築年数の建築物の割
合を合わせると全体の 60%を占めることが分かった。 
 
3-2 リノベーション実施内容 
(1)G1(09-11) 間取りから消えた空間増えた空間 消えた空
間を見ると圧倒的に和室が多く，次いで個室が消えているこ
とが分かった。個室をなくしワンルームに住みたいという人
が増えるなど，居住空間の中の壁がなくなる傾向にある。増
えた空間を見てみると，LDK の面積が圧倒的に多かった。 
(2)G2(12-14) 間取りから消えた空間増えた空間 G1 と同様
に和室が一番多く間取りから消えており，G2 の物件の 65%
の住居で和室が消えていた。和室が消えた代わりに，たたみ
スペースが増えていることがあり，個室としては不要だが，
子供の遊びスペースや，おむつ交換に使用するなど多目的に
利用できるスペースとしてリビングに併設されることが多か
った。 
(3)G3(15-17) 間取りから消えた空間増えた空間 空間を縦
方向にも使用できる「ロフト」が増えた空間に出現している。
都心では費用などの面からコンパクトな住まいを求める人も
多く，空間を効率的に使用する方法としてロフトが多く取り
入れられている。また，WIC が G2 に比べて 2 倍に増えて
いることが分かる。 
(4)間取りの変化の例 図 1 を見ると，リノベーションによ
って空間の使われ方がより自由になったことが分かる。キッ
チンを斜めに配置し，空間の広がりを強調している。また個
室をなくし大きな LDK にすることで空間を広く使用してい
る。 
図 2 間取りの変化 
 
3-3 生活者が住空間に求めるキーワード 
 G1 G2 G3 を通して「開放感」というキーワードが多く見
られた。「仕切らない」などワンルームを希望するキーワー
ドも増えている。ワンルームの間取りは，特に夫婦のみの世
帯に多くみられ，寝室を個室としてではなく，1 つの空間一
部として存在させる間取が増えている。 
G1(09-11)では「開放感」「ぬくもり」などの抽象的な感
覚，「イメージ」群が多く見られたが，G2，G3 と現代に近
づくにつれインテリア・色柄などの「構成物」群に多くのキ
ーワードが見られるようになったことから，日常生活の身近
な要素から人々が住まい空間考えるようになってきたことが
予想される。 
 
4.まとめ・考察 
 多くの人が「開放感」のある住空間を求めており，その欲
求に応じるように，住空間から空間を間仕切る壁が消えてい
ることを感じた。また住まいの考え方として，「最初に予算
があり，土地を決め，予算内で実現できる工事で間取りを決
め，インテリアを考える」というような考え方だったものが，
「自分の身近なインテリアや好きな場所，好きな風景などか
ら住まい作りが始まり，自分の理想の住まい方を決め，それ
に予算の兼ね合いを考えていく」というソフトを重視した考
え方を消費者が求めているのではないか，ということが今回
の文献調査から分かった。 
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1.はじめに 
1-1 研究の背景 
「我が国の現在の住宅の出発点は 1945 年の敗戦後の国土
復興期に始まるが，当時は第二次世界大戦による大量の住宅
不足への対応から，何はさておき住宅を数多くたてることが
追及された。国民の住欲求にこたえる方向が，過去の生活空
間をスクラップし，そのあとに新しい建物を建設していくと
いう「スクラップ・アンド・ビルド」の方式がとられていっ
た。人口減少・世帯減少によって空き家が増え続けている現
代では，従来の「スクラップ・アンド・ビルド」の方式が見
直され，新しく作るのではなく，既存の生活空間の豊かさを
引き継ぎながら，新しい暮らしに合わせて改善を加えていく
手法である，リノベーションの考え方が重要となっている。」1) 
 
1-2 研究の目的 
近年，住宅・商業施設・ホテル・公共施設に至るまでリノ
ベーションの動きは大きく拡大している。本研究ではリノベ
ーションの中でも住宅リノベーションに着目し，住宅リノベ
ーションの内容が現代までで，どのように変化してきたのか
を文献調査により研究する。また，現代の日本人ユーザーが
住宅に求める欲求を知り，これからのリノベーションに求め
られているものを探る。 
 
2.調査概要 
2-1 リノベーションの定義 
我が国で示される「リフォーム」と「リノベーション」の
違いとしてリフォームは「老朽化した建物を新築の状態に戻
すこと」リノベーションは「既存の建物に工事を行うことで，
建物に新たな価値を付け加えること」というものが一般的に
よく使われる指標としてある。 
 
2-2 リノベーションの始まり 
 我が国でのリノベーションの始まりを探るため，毎日新聞
社，日経産業新聞社の 2 社でリノベーションという文字が含
まれる記事を調査し，毎日新聞 482 件，日経産業新聞 1243
件「リノベーション」というキーワードに通ずる記事が出て
きた。最も古い記事は，日経産業新聞 1982 年 12 月 13 日の
「能率協・ホテル協など 6 団体，58 年 3 月に東京でホテル
ショーを開催」という記事だ。1983 年 3 月 14 日から 18 日
まで東京の晴海の国際見本市で開催される「国際ホテル・レ
ストランショー」という催しの特別展示企画のテーマが「ホ
テル・旅館のリノベーション」に決定したというものである。 
 「リノベーション」の中でも「住宅」のリノベーションを
掲載している記事を探すと，最も古い記事は日経産業新聞
2004 年 1 月 20 日の「間取り，大公開時代 自分「住むセン
ス」証明」という記事だ。住宅の部屋割りを図面かした間取
り図への関心が高まっており，株式会社ブルースタジオが編
集した「リノベーション物件に住もう！」という本がヒット
しているという記事である。 
このような記事から，住宅リノベーションという言葉が定
着し始めたのは 2000 年頃であり，「リノベーション物件に
住もう！」の編集を行った，株式会社ブルースタジオの取締
役大島芳彦が住宅リノベーションの先駆者といわれている。
大島は，リノベーションとは中古住宅を原型に戻すことでは
なく，住む人のニーズに合った価値観を吹き込み，住む人の
資産にすることだと発言している。 
 
2-3 調査方法 
(1) 雑誌による文献調査の意義 紙を媒体として直接消費者
とつながっているマスメディアの代表格である雑誌を調査す
ることにより，リノベーションの傾向だけでなく，消費者が
どのような空間を求めているのか，その時々のリアルタイム
な欲求やトレンドも探ることができると考えた。 
 リノベーション雑誌「relife+」を対象とした文献調査で以
下の項目を抜き出し調査する。 
① 所在地・家族構成・専有面積・築年数・リノベーション
工事費用 
② 間取りから消えた空
間・増えた空間 
③ 雑誌掲載されている空
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(2) 調査対象 扶桑社が発
行するリノベーションの専
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ン会社が手掛ける中古マン
ションの掲載が多く，多数
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携している。各リノベーシ
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読されている紙媒体である 2)。現在発刊中の雑誌で，2009
年 7 月 vol.1～2017 年 9 月 vol.26 までが掲載されている。
本研究では，vol.1～vol.26 までの 9 か年 327 件を文献調査
 
 
の対象とする。 
3.調査結果 
リノベーションの時代変遷を見るため，文献調査対象の雑
誌「relife+」9 か年分を，3 か年ごとに 1 グループにまとめ，
3 グループを作りリノベーションを選択する人の項目ごとの
推移を文献から考察する。 
2009 年・2010 年・2011 年－グループ 1 以後 G1(09-11) 
2012 年・2013 年・2014 年－グループ 2 以後 G2(12-14) 
2015 年・2016 年・2017 年－グループ 3 以後 G3(15-17） 
3-1 掲載物件の基本情報 
(1) 掲載物件の基本情報 
①物件の地域分布 全体の物件情報は関東が 77%を占め，
関東・中部・近畿の 3 つの地域で全体の 99%を占めている。
変遷を見ると，地方のリノベーションが徐々に増えているこ
とが分かった。 
②施主の年代 リノベーションを行う年代としては 30 代が
中心であり，20 代，50 代は 9 ヵ年を通して割合が低かった。 
③施主家庭の家族構成 夫婦のみの家庭が全体の 56%を占
めていることが分かった。2009 年-2011 年では 23%程度だ
った夫婦＋子の核家族の家庭が，2015-2017 年には 41%程
度と増加傾向にあることから，子供がいる家庭でも安心して
リノベーション住宅で子育てができるというように，社会の
リノベーションの認知度が上がってきていると考えられる。 
④物件の平米数 61-80 ㎡の物件をリノベーションしている
ケースが多いことが分かった。また，全体の単身者の割合は
5%程度なのに対し，60 ㎡以下の物件をリノベーションして
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択する人は一般より小さめの部屋で，工夫をこらして空間を
うまく使っていることが分かる。 
⑤物件の築年数 21-30 年，31-40 年の築年数の建築物の割
合を合わせると全体の 60%を占めることが分かった。 
 
3-2 リノベーション実施内容 
(1)G1(09-11) 間取りから消えた空間増えた空間 消えた空
間を見ると圧倒的に和室が多く，次いで個室が消えているこ
とが分かった。個室をなくしワンルームに住みたいという人
が増えるなど，居住空間の中の壁がなくなる傾向にある。増
えた空間を見てみると，LDK の面積が圧倒的に多かった。 
(2)G2(12-14) 間取りから消えた空間増えた空間 G1 と同様
に和室が一番多く間取りから消えており，G2 の物件の 65%
の住居で和室が消えていた。和室が消えた代わりに，たたみ
スペースが増えていることがあり，個室としては不要だが，
子供の遊びスペースや，おむつ交換に使用するなど多目的に
利用できるスペースとしてリビングに併設されることが多か
った。 
(3)G3(15-17) 間取りから消えた空間増えた空間 空間を縦
方向にも使用できる「ロフト」が増えた空間に出現している。
都心では費用などの面からコンパクトな住まいを求める人も
多く，空間を効率的に使用する方法としてロフトが多く取り
入れられている。また，WIC が G2 に比べて 2 倍に増えて
いることが分かる。 
(4)間取りの変化の例 図 1 を見ると，リノベーションによ
って空間の使われ方がより自由になったことが分かる。キッ
チンを斜めに配置し，空間の広がりを強調している。また個
室をなくし大きな LDK にすることで空間を広く使用してい
る。 
図 2 間取りの変化 
 
3-3 生活者が住空間に求めるキーワード 
 G1 G2 G3 を通して「開放感」というキーワードが多く見
られた。「仕切らない」などワンルームを希望するキーワー
ドも増えている。ワンルームの間取りは，特に夫婦のみの世
帯に多くみられ，寝室を個室としてではなく，1 つの空間一
部として存在させる間取が増えている。 
G1(09-11)では「開放感」「ぬくもり」などの抽象的な感
覚，「イメージ」群が多く見られたが，G2，G3 と現代に近
づくにつれインテリア・色柄などの「構成物」群に多くのキ
ーワードが見られるようになったことから，日常生活の身近
な要素から人々が住まい空間考えるようになってきたことが
予想される。 
 
4.まとめ・考察 
 多くの人が「開放感」のある住空間を求めており，その欲
求に応じるように，住空間から空間を間仕切る壁が消えてい
ることを感じた。また住まいの考え方として，「最初に予算
があり，土地を決め，予算内で実現できる工事で間取りを決
め，インテリアを考える」というような考え方だったものが，
「自分の身近なインテリアや好きな場所，好きな風景などか
ら住まい作りが始まり，自分の理想の住まい方を決め，それ
に予算の兼ね合いを考えていく」というソフトを重視した考
え方を消費者が求めているのではないか，ということが今回
の文献調査から分かった。 
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